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 In recent years, high performance digital camera built into smartphone has enabled us to take high-quality 
photos very easily. In the other hand, the conventional type of camera purely specialized in image capture 
is on the decline in its industry. It is the crisis which narrows the possibilities and the diversity of 
photographic media. This is the report of the research and the development of new type of blueprint camera 
using transparent LCD as the negative, the new recipe of the photosensitive media, and the re-planning 
the whole process of the experience of photographic creation focusing on the materiality of photograph. 











1)、ニコンも映像事業において 2020 年 4 月から 9 月の営










































































































礎実験を行う。実験手法を表 1に記す（図 6〜9）。 
表 1 実験手法 
 
 
図 6 35mm モノクロ現像の様子と撮影したネガとポジ 
 
 
図 7 ピンホールカメラの制作と撮影したネガとポジ 
 
 
図 8 箱カメラキットによる青写真の撮影と現像 
 
 







































 カメラの汎用性を考慮し 120 サイズの感光媒体を制作
する。カメラは 120 サイズが撮影可能な設計とする。レ
ンズは M42マウントの ASAHI PENTAX Super-Multi-Coated 
TAKUMAR 28mm f3.5 を使用する。（図 11,12）。 
 
 
図 11 プロトタイプ１ 正面写真 


























図 12 プロトタイプ１ 機構部 
 
c）撮影結果 
 撮影結果を図 13に示す。 
 
 
















 筐体のサイズをフィルムカメラにおける 135 サイズに
変更し、ネガの材質を和紙から画用紙に変更する。レンズ
はプロトタイプ 1 よりも明るい F 値を持つ OLYMPUS M-
SYSTEM F.ZUIKO AUTO-S 50mm F1.8 を使用する（図 14,15）。 
 
 
図 14 プロトタイプ 2 
 
図 15 プロトタイプ 2 機構部 
 
c）撮影結果 
 プロトタイプ 2の撮影結果を以下の図 16に示す。 
 
 





















するマイコンは Arduino unoで、OV7670 カメラモジュー
ルを接続し、1.8インチ TFTLCD（解像度 128×160）に映






図 18 実験機 
 
 

































を高画質化するにあたり、マイコンを Raspberry pi zero
に変更し、カメラは OV5647カメラモジュールを使用する。
ディスプレイは 4.3 インチ TFT 液晶モジュール
ATM0430D25（解像度 480×272）を使用する（図 21,22）。 
 
 
図 21 プロトタイプ 3 正面写真 
 
 
図 22 プロトタイプ 3 機構部 
 
c）撮影結果 
 撮影した結果を図 23に示す。 
 
 









 プロトタイプ 3 の結果より、ディスプレイを新たに選
定し、最終制作にむけた機能及びサイズを検証する。 
b）制作概要 
 プロトタイプ 4を制作する。LCDは LS055T1SX01A 5.5
インチシリコン液晶パネル（解像度 2560×1440）を使用。
マイコンは Raspberry pi zero、カメラは OV5647 カメラ
モジュール を使用する（図 24,25）。 
 
 
図 24 プロトタイプ 4 正面写真 
 
 
図 25 プロトタイプ 4 機構部 
 
c）撮影結果 
 焼き付けた写真を図 26に示す。 
 
 
図 26 現像後の青写真 
d）考察 












図 27 外観、部品構成ラフスケッチ 
 
（２）最終制作物 
最終制作物を図 28,29,30 に示す。 
 
 
図 28 最終制作物 正面写真 
 
 
図 29 最終制作物 正面操作部 
 








































1) 感光媒体を制作する（図 33）。 
2) 感光媒体をカメラに装填する（図 34）。 
3) ロックを解除し撮影する（図 35）。 
4) 時間を設定し焼き付けを行う（図 36）。 
5) 水洗現像を行う（図 37）。 
6) 乾燥後完成（図 38）。 
 
 
図 33 感光液の塗布 
 
 
図 34 感光媒体の装填 
 
 
図 35 撮影 
 
図 36 露光時間の設定 
 
 
図 37 水洗現像 
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